
第
三
図
７
の
規
定
に
お
け
る
貨
物
タ
ン
ク
の
境
界
線

油
タ
ン
カ
ー
の
種
類

日
又
は
年

種
類
一

千
九
百
八
十
二
年
四
月
五
日
以
前
に
引
き
渡
さ
れ
た
船
舶
に
つ
い
て
は
、
二
千

五
年
四
月
五
日

千
九
百
八
十
二
年
四
月
五
日
後
に
引
き
渡
さ
れ
た
船
舶
に
つ
い
て
は
、
二
千
五

年

種
類
二
及
び
種
類
三

千
九
百
七
十
七
年
四
月
五
日
以
前
に
引
き
渡
さ
れ
た
船
舶
に
つ
い
て
は
、
二
千

五
年
四
月
五
日

千
九
百
七
十
七
年
四
月
五
日
後
か
ら
千
九
百
七
十
八
年
一
月
一
日
前
ま
で
に
引

き
渡
さ
れ
た
船
舶
に
つ
い
て
は
、
二
千
五
年

千
九
百
七
十
八
年
及
び
千
九
百
七
十
九
年
に
引
き
渡
さ
れ
た
船
舶
に
つ
い
て

は
、
二
千
六
年

千
九
百
八
十
年
及
び
千
九
百
八
十
一
年
に
引
き
渡
さ
れ
た
船
舶
に
つ
い
て
は
、

二
千
七
年

千
九
百
八
十
二
年
に
引
き
渡
さ
れ
た
船
舶
に
つ
い
て
は
、
二
千
八
年

千
九
百
八
十
三
年
に
引
き
渡
さ
れ
た
船
舶
に
つ
い
て
は
、
二
千
九
年

千
九
百
八
十
四
年
以
後
に
引
き
渡
さ
れ
た
船
舶
に
つ
い
て
は
、
二
千
十
年
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第
二
十
規
則

千
九
百
九
十
六
年
七
月
六
日
前
に
引
き
渡
さ
れ
た
油
タ
ン
カ
ー
に
つ
い
て
の
二
重
船
殻
及

び
二
重
底
の
要
件

１

別
段
の
明
示
の
定
め
が
な
い
限
り
、
こ
の
第
二
十
規
則
は
、

.1

載
貨
重
量
五
千
ト
ン
以
上
の
油
タ
ン
カ
ー
で
あ
つ
て
、
第
一
規
則
28.5
に
定
義
す
る
千
九
百
九
十
六
年
七
月
六
日

前
に
引
き
渡
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

.2

第
二
十
八
規
則
６
の
規
定
に
関
し
、
第
十
九
規
則
及
び
第
二
十
八
規
則
の
規
定
に
適
合
す
る
油
タ
ン
カ
ー
で
あ

つ
て
、
第
一
規
則
28.5
に
定
義
す
る
千
九
百
九
十
六
年
七
月
六
日
前
に
引
き
渡
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
適
用
し

な
い
。

.3

1.1
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
油
タ
ン
カ
ー
で
あ
つ
て
、
第
十
九
規
則
3.1
及
び
3.2
、
同
規
則
3.1
及
び
４
又
は
同
規

則
3.1
及
び
５
の
規
定
に
適
合
し
て
い
る
も
の
（
も
つ
と
も
、
貨
物
タ
ン
ク
の
境
界
と
船
側
外
板
及
び
船
底
外
板
と

の
間
の
最
小
距
離
の
要
件
を
す
べ
て
の
点
に
お
い
て
満
た
す
こ
と
を
要
し
な
い
。）に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
船
側
に
お
け
る
保
護
距
離
は
、
型
式
二
の
貨
物
タ
ン
ク
の
設
置
に
つ
い
て
国
際
バ
ル
ク
ケ

ミ
カ
ル
コ
ー
ド
に
定
め
る
距
離
を
下
回
ら
な
い
も
の
と
し
、
か
つ
、
船
底
の
保
護
は
、
第
十
八
規
則
15.2
の
規
定
に

適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

こ
の
第
二
十
規
則
の
適
用
上
、

.1

「
重
デ
ィ
ー
ゼ
ル
油
」
と
は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
油
（
国
際
海
事
機
関
が
認
め
る
方
法
に
よ
つ
て
試
験
し
た
と
き
に

摂
氏
三
百
四
十
度
以
下
の
温
度
で
体
積
の
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
量
が
蒸
留
さ
れ
る
も
の
を
除
く
。）を
い

う
。

.2

「
重
油
」
と
は
、
原
油
か
ら
得
ら
れ
る
重
質
蒸
留
分
若
し
く
は
残
渣さ

油
又
は
そ
れ
ら
の
混
合
物
で
あ
つ
て
、
熱

又
は
動
力
を
発
生
さ
せ
る
た
め
の
燃
料
と
し
て
の
使
用
に
充
て
ら
れ
、
か
つ
、
国
際
海
事
機
関
が
認
め
る
仕
様
に

相
当
す
る
品
質
の
も
の
を
い
う
。

３

こ
の
第
二
十
規
則
の
適
用
上
、
油
タ
ン
カ
ー
を
次
の
種
類
に
分
類
す
る
。

.1

「
種
類
一
の
油
タ
ン
カ
ー
」
と
は
、
原
油
、
重
油
、
重
デ
ィ
ー
ゼ
ル
油
又
は
潤
滑
油
を
貨
物
と
し
て
運
送
す
る

載
貨
重
量
二
万
ト
ン
以
上
の
油
タ
ン
カ
ー
及
び
こ
れ
ら
の
油
以
外
の
油
を
運
送
す
る
載
貨
重
量
三
万
ト
ン
以
上
の

油
タ
ン
カ
ー
の
う
ち
、
第
一
規
則
28.4
に
定
義
す
る
千
九
百
八
十
二
年
六
月
一
日
後
に
引
き
渡
さ
れ
た
油
タ
ン
カ
ー

に
つ
い
て
の
要
件
に
適
合
し
な
い
も
の
を
い
う
。

.2

「
種
類
二
の
油
タ
ン
カ
ー
」
と
は
、
原
油
、
重
油
、
重
デ
ィ
ー
ゼ
ル
油
又
は
潤
滑
油
を
貨
物
と
し
て
運
送
す
る

載
貨
重
量
二
万
ト
ン
以
上
の
油
タ
ン
カ
ー
及
び
こ
れ
ら
の
油
以
外
の
油
を
運
送
す
る
載
貨
重
量
三
万
ト
ン
以
上
の

油
タ
ン
カ
ー
の
う
ち
、
第
一
規
則
28.4
に
定
義
す
る
千
九
百
八
十
二
年
六
月
一
日
後
に
引
き
渡
さ
れ
た
油
タ
ン
カ
ー

に
つ
い
て
の
要
件
に
適
合
す
る
油
タ
ン
カ
ー
を
い
う
。

.3

「
種
類
三
の
油
タ
ン
カ
ー
」
と
は
、
載
貨
重
量
五
千
ト
ン
以
上
で
3.1
及
び
3.2
に
定
め
る
ト
ン
数
未
満
の
油
タ
ン

カ
ー
を
い
う
。

４

こ
の
第
二
十
規
則
が
適
用
さ
れ
る
油
タ
ン
カ
ー
は
、
二
千
五
年
四
月
五
日
又
は
次
の
表
に
掲
げ
る
日
若
し
く
は
年

に
お
け
る
船
舶
の
引
渡
し
の
日
ま
で
に
、
第
二
十
八
規
則
６
の
規
定
に
関
し
、
第
十
九
規
則
２
か
ら
５
ま
で
、
同
規

則
７
及
び
８
の
規
定
並
び
に
第
二
十
八
規
則
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
と
す
る
。

５

４
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
油
の
運
送
の
た
め
に
使
用
さ
れ
ず
、
か
つ
、
全
貨
物
タ
ン
ク
の
長
さ
ま
で
達
す
る
二

重
底
若
し
く
は
二
重
船
側
の
み
を
有
し
、
又
は
油
の
運
送
の
た
め
に
使
用
さ
れ
ず
、
か
つ
、
全
貨
物
タ
ン
ク
の
長
さ

ま
で
達
す
る
二
重
船
殻
で
あ
つ
て
1.3
の
規
定
の
適
用
を
免
除
さ
れ
る
た
め
の
条
件
を
満
た
し
て
い
な
い
も
の
を
有
す

る
種
類
二
又
は
種
類
三
の
油
タ
ン
カ
ー
の
場
合
に
は
、
主
管
庁
は
、
次
の
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
４
に
定
め
る
日
を

超
え
る
船
舶
の
継
続
し
た
運
航
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

.1

船
舶
が
、
二
千
一
年
七
月
一
日
に
運
航
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
。

.2

主
管
庁
が
、５
及
び
5.1
に
定
め
る
条
件
に
船
舶
が
適
合
し
た
と
い
う
公
式
な
記
録
の
検
証
を
認
め
て
い
る
こ
と
。

.3

船
舶
の
５
、
5.1
及
び
5.2
に
定
め
る
条
件
が
変
更
さ
れ
な
い
こ
と
。

.4

船
舶
の
継
続
し
た
運
航
が
、
当
該
船
舶
の
引
渡
し
の
日
後
二
十
五
年
に
達
す
る
日
を
超
え
な
い
こ
と
。

６

引
渡
し
の
日
後
十
五
年
以
上
の
種
類
二
又
は
種
類
三
に
掲
げ
る
油
タ
ン
カ
ー
は
、決
議
Ｍ
Ｅ
Ｐ
Ｃ
九
四（
四
六
）（
そ

の
改
正
を
含
む
。）に
よ
り
海
洋
環
境
保
護
委
員
会
が
採
択
し
た
状
態
評
価
制
度
（
附
属
書
の
付
録
に
適
用
さ
れ
る
改

正
手
続
に
関
す
る
条
約
第
十
六
条
の
規
定
に
従
い
、
採
択
さ
れ
、
か
つ
、
効
力
を
生
ず
る
国
際
海
事
機
関
に
よ
る
改

正
を
含
む
。）に
適
合
す
る
も
の
と
す
る
。

７

主
管
庁
は
、
種
類
二
及
び
種
類
三
に
掲
げ
る
油
タ
ン
カ
ー
の
継
続
す
る
運
航
を
、
状
態
評
価
制
度
の
結
果
に
よ
り

当
該
タ
ン
カ
ー
が
当
該
運
航
を
継
続
す
る
た
め
に
適
当
と
認
め
る
場
合
に
は
、
４
に
定
め
る
期
限
を
超
え
て
認
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該
運
航
は
、
二
千
十
五
年
に
お
け
る
当
該
タ
ン
カ
ー
の
引
渡
し
の
日
又
は
引
渡
し
の

日
後
二
十
五
年
に
達
す
る
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
を
超
え
て
行
つ
て
は
な
ら
な
い
。

8.1

自
国
を
旗
国
と
す
る
船
舶
に
対
し
５
の
規
定
の
適
用
を
認
め
、
又
は
７
の
規
定
の
適
用
を
認
め
、
停
止
し
、
撤

回
し
、
若
し
く
は
拒
否
す
る
主
管
庁
は
、
そ
の
細
目
を
直
ち
に
国
際
海
事
機
関
に
通
報
す
る
も
の
と
し
、
同
機
関

は
、
条
約
の
締
約
国
が
そ
の
よ
う
な
情
報
を
了
知
し
、
及
び
適
当
な
措
置
を
と
る
よ
う
、
条
約
の
締
約
国
に
対
し

当
該
情
報
を
回
章
に
付
す
る
。
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